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林
で
は
、
幾
寅
地
区
カ
ラ
マ
ツ

林
等
で
2
・
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
2，

5
6
6
本
、
北
落
合
地
区
カ
ラ

マ
ツ
林
0
・
6
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

1
7
0
本
で
あ
り
、
合
わ
せ
て

3
・
3
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
2，
7
3

6
本
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

民
有
林
で
は
、
金
山
地
区
カ

ラ
マ
ツ
林
で
1
・
3
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
1，
1
8
9
本
、
東
鹿

越
地
区
カ
ラ
マ
ツ
林
等
で
3
・

0
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
2，
1
0
5

本
、
幾
寅
地
区
カ
ラ
マ
ツ
林
等

で
7
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
5，
0
8

4
本
、
落
合
地
区
ト
ウ
ヒ
林
等

で
0
・
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
1，
0
1

2
本
で
あ
り
、
合
わ
せ
て　

・
12

4
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
9，
3
9
0

本
の
被
害
が
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

被
害
額
に
つ
い
て
は
、
道
の

算
定
で
は
町
有
林
3
3
1
万
円
、

民
有
林
1，
1
8
5
万
9
千
円

で
合
わ
せ
て
1，
5
1
6
万
9

千
円
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、

町
有
林
の
被
害
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
保
険
金
の
請
求
を
行

う
と
と
も
に
、
被
害
木
の
処
理

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
と
協
議

す
る
中
で
、
町
有
林
・
民
有
林

と
も
に
平
成　

年
度
以
降
の
除

20

間
伐
事
業
で
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
民
有
林
に
お

い
て
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

所
有
者
に
対
す
る
適
切
な
森
林

整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
交
付

金
事
業
で
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
平
成　

年
か
ら
取

15

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
一
部

改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

そ
の
後
に
取
り
組
む
予
定
で
あ

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
年
4
月

に
改
正
後
の
実
施
要
領
が
示
さ

れ
、
国
及
び
道
補
助
金
も
見
通

し
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
本
定

例
会
に
関
係
予
算
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
森
林
整
備
地
域

活
動
支
援
交
付
金
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
富
良
野
ま
ち
づ

く
り
観
光
協
会
の
設
立

昭
和　

年
発
足
以
来
、
か
な

49

や
ま
湖
々
水
ま
つ
り
を
は
じ
め

と
し
た
本
町
の
観
光
事
業
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
「
南
富
良
野
町
観
光
協
会
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
更
な
る

観
光
事
業
の
振
興
発
展
と
幅
広

い
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
じ
た

地
域
の
発
展
を
目
指
し
て
、
本

年
4
月　

日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ

13

移
行
す
る
た
め
、
新
た
に
「
南

富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
当
団
体
は
、
北
海
道

に
対
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
認

可
申
請
を
し
て
お
り
、
8
月
末

ま
で
に
は
認
証
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、

行
政
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
観

光
事
業
は
も
と
よ
り
、
当
団
体

の
設
立
目
的
で
あ
る
各
種
特
定

非
営
利
活
動
に
つ
い
て
も
、
町

政
施
策
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

活
動
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

小
泉
逸
郎
氏
に
よ
る
ふ
化
場
の

利
用
に
つ
い
て

北
海
道
大
学
大
学
院
地
球
環

境
科
学
研
究
員
に
も
所
属
す
る

小
泉
氏
か
ら
、
同
氏
が
研
究
し

て
い
る
「
サ
ケ
科
魚
類
の
種
内

多
様
性
に
関
す
る
研
究
」
を
行

う
た
め
、
町
の
ふ
化
場
の
一
部

を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

使
用
期
間
は
、
平
成　

年
3

20

月
末
ま
で
で
、
研
究
内
容
は
空

知
川
の
異
な
る
タ
イ
プ
の
支
流

に
生
息
す
る「
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
」

の
採
卵
及
び
孵
化
な
ど
の
飼
育

研
究
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
研

究
は
学
術
的
に
も
高
度
で
、
こ

の
よ
う
な
研
究
が
可
能
な
環
境

は
大
変
少
な
い
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
研
究
が
本
町
の
ふ
化
場

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
学
術
振
興
会
や
北
海
道
大

学
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
研

究
の
成
果
に
よ
っ
て
は
、
本
町

の
環
境
や
地
域
を
広
く
紹
介
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

申
し
出
の
と
お
り
施
設
の
一
部

の
利
用
を
許
可
す
る
こ
と
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

南
富
良
野
町
森
林
組
合
の
運
営

に
つ
い
て

去
る
5
月　

日
に
開
催
さ
れ

30

た
森
林
組
合
通
常
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
平
成　

年
度
の
事
業

18

報
告
並
び
に
会
計
決
算
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
て
、
そ
の
際
、
南

富
良
野
町
民
有
林
振
興
融
資
金

の
利
用
の
一
部
に
つ
い
て
、
組

合
の
内
部
監
査
並
び
に
北
海
道

森
林
組
合
連
合
会
に
よ
る
外
部

監
査
の
結
果
、
本
条
例
で
規
定

さ
れ
て
い
る
利
用
目
的
以
外
の

機
械
購
入
事
業
及
び
林
地
供
給

事
業
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
す

る
、
い
わ
ゆ
る
不
適
正
利
用
が

あ
っ
た
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
有
林
・
民
有
林
の

公
益
的
財
産
を
管
理
し
、
森
林

組
合
法
に
基
づ
く
設
立
団
体
と

し
て
は
、
組
合
の
運
営
や
事
業

の
推
進
な
ど
に
お
い
て
改
善
す

べ
き
事
項
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
も
合
わ
せ
て
報
告
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
報
告
が
事
実
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
大
変
に
遺
憾
な
こ

と
で
あ
り
、
誠
に
残
念
な
こ
と

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
速
や
か
に
事

実
確
認
を
す
べ
く
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
く
町
監
査
委
員
に
よ

る
監
査
を
要
請
し
、
対
処
し
て

ま
い
り
ま
す
。

国
道　

号
線
河
原
地
先
の
国
道

38

横
断
管
の
改
修
に
つ
い
て

予
て
よ
り
要
望
し
て
お
り
ま

し
た
国
道
横
断
管
の
改
修
に
つ

建

設

関

係

「オショロコマ」の飼育研「オショロコマ」の飼育研究究
に取り組む小泉逸郎に取り組む小泉逸郎氏氏
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い
て
は
、
現
在
、
迂
回
路
の
用

地
測
量
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

終
了
次
第
用
地
の
確
保
を
行
い
、

9
月
下
旬
に
は
改
修
工
事
を
発

注
し
、
3
月
末
の
完
成
を
目
指

す
と
の
説
明
を
旭
川
開
発
建
設

部
か
ら
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
横
断
管
の
改
修
に
よ
り
、

当
該
地
区
農
地
の
排
水
能
力
が

向
上
し
、
秋
の
収
穫
時
期
に
お

け
る
野
菜
の
品
質
低
下
を
防
ぎ
、

農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
々
金
山
幾
寅
停
車
場
線
不
二

橋
の
改
修
に
つ
い
て

不
二
橋
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
の
橋
の
耐
震
診
断
の
結
果
、

強
度
不
足
が
判
明
し
た
こ
と
か

ら
、
本
年
1
月　

日
午
後
5
時

24

よ
り
、
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、

速
や
か
に
迂
回
路
が
設
け
ら
れ
、

通
行
は
可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
二
橋
の
改
修
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
急
ピ
ッ
チ

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

7
月
下
旬
に
は
完
成
し
、
従
来

の
ル
ー
ト
で
通
行
可
能
と
な
る

予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
し

ば
ら
く
ご
不
便
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
、
可

決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平
成　

年
度
補
正
予
算

19
平
成　

年
度
一
般
会
計
お
よ

19

び
6
特
別
会
計
の
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

条
例
の
制
定

�
ま
ち
づ
く
り
研
修
条
例

南
富
良
野
町
の
未
来
に
向
け

て
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町

民
が
自
主
的
に
行
う
研
修
事
業

に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
に
あ
た
り
、
本
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

�
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

平
成　

年
度
分
か
ら
適
用
さ

19

れ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
医
療

給
付
費
分
の
課
税
限
度
額
に
つ

い
て
、「
5
3
0，
0
0
0
円
」

を
「
5
6
0，
0
0
0
円
」
と
す

る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

�
農
業
雑
用
水
施
設
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

農
業
雑
用
水
施
設
の
新
設
に

伴
い
、
関
連
条
文
を
整
理
し
た

も
の
で
す
。

そ
の
他
の
議
決

�
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

落
合
地
区
簡
易
水
道
施
設
整

備
に
伴
う
浄
水
場
新
設
工
事

（
電
気
・
機
械
）
を
契
約
金
額

1
億
8，
7
2
1
万
5
千
円
で

株
式
会
社
ソ
ケ
イ
ズ
と
契
約
す

る
こ
と
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
一
式
を

契
約
金
額
1，
9
2
1
万
5
千

円
で
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金

組
合
（
札
幌
市
）
か
ら
取
得
す

る
こ
と
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報　

告

�
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

�
株
式
会
社
南
富
良
野
町
振
興

　

公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

意
見
書
の
可
決

□
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

森
林
吸
収
源
対
策
の
着
実
な

推
進
に
関
す
る
意
見
書

□
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書

□
Ｗ
Ｔ
Ｏ
及
び
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
な

ど
重
要
農
産
物
の
貿
易
交
渉

に
関
す
る
意
見
書

議

案

議会を傍聴しませんか。
議会は、どなたでも傍聴することができます。

議場入り口にある傍聴者名簿に住所・氏名を

ご記入のうえ議場にお入りください。

※第3回町議会定例会は9月に開会の予定です。

　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

【傍聴にあたっての注意事項】

・録音機やカメラ、ビデオなどの持ち込みは禁止です。

・議事を妨害するような行為は慎むようお願いします。

・喫煙や飲食はできません。

●お問い合わせ・・

　　南富良野町議会事務局　�52-2114

（単位：千円）

計補　正　額補正前の額
4,353,31017,4384,335,872一 般 会 計 
365,77622,164343,612国民健康保険事業特別会計 
378,200338377,862老 人 保 健 特 別 会 計 
196,1103,747192,363介 護 保 険 特 別 会 計 
268,601268,601介護サービス事業特別会計 
351,986351,986簡易水道事業特別会計 
199,502199,502公共下水道事業特別会計 


